
 

 

 

 

 

 

 

◆令和７年度スタート◆ 
「やさしい子・かしこい子・たくましい子」をめざして 

 

4 月 7 日の新任式と始業式をもって、令和 7 年度がスタート

しました。そして、9 日の入学式では、新 1 年生 78 名を迎え、

全校児童 491 名が揃います。 

本年度は、創立 150 周年という大きな節目を経て、これまでの

歴史と伝統を大切にしながら、新たな未来に向かって踏み出す

一年となります。 

私は、本年度より校長を務めます佐藤琢磨（さとうたくま）と申します。旭川小学校の子どもたちが

「やさしく・かしこく・たくましく」成長できるよう、全力で取り組んでまいります。どうぞよろしく

お願いいたします。 

さて、昨年度は「旭川愛」というテーマのもと、「愛ある学校づくり」に取り組んでまいりました。今

年度もその想いを引き継ぎつつ、サブテーマを「STEP 未来への一歩」とし、さらなるステージへ向かっ

て、一歩ずつ前進する学校を目指してまいります。子どもたちが夢や希望を持ち、目標に向かってたく

ましく成長できるよう、職員一同、力を合わせ、温かい愛情を注ぎながら教育に取り組んでまいります。

一年間、本校の教育活動へのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

【新任式】４月７日 《６年児童代表「歓迎の言葉」》 

～立派なあいさつで転入職員を歓迎してくれました～ 

 

ご転入された先生方、ようこそ旭川小学校にお越しくださいました。僕たちは、先生方がいらっしゃ

ることを心待ちにしていました。 

 旭川小学校は、昨年、創立１５０周年を迎えた歴史ある学校です。名前の通り旭川にほど近く、緑に

囲まれた自然豊かな環境が特色です。ニホンタンポポや仁別の森など自然を題材にした学習や、地域の

先生をお招きしての学習など、ふるさと旭川を大切にした学びを進めています。また、１年生から６年

生までが、仲良く協力し合って行う「てつなぎ活動」では、みん

なで笑顔いっぱいに活動しています。この自然豊かな環境で、僕

たちは「夢に向かって、やさしく・かしこく・たくましく」を目

標に、学校生活に励んでいます。新しくいらっしゃった先生方も

旭川小学校に親しんでいただけるとうれしいです。先生方の教え

をいただきながら、みんなでさらに成長していきたいと考えてい

ます。先生方、どうぞ、よろしくお願いします。 

 
学校教育目標：夢に向かって やさしく かしこく たくましく 

旭川愛～STEP未来への一歩～ 

 
あさひかわ 



今年度のテーマ 

 

 【始業式】４月７日 《校長あいさつより》     ※一部抜粋・要約 

 

◆いよいよ、令和７年度がスタートしました。今日から新しい学年が始まり、期待や不安を感じてい

る人もいることでしょう。３年生と５年生はクラス替えもあり、新しい友達や先生との出会いがあ

ります。大切なのは、みんなが同じ気持ちではないことを知り、もし不安そうな友達がいたら優し

く声をかけてあげることです。 

◆去年、旭川小学校は創立１５０周年を迎え、「旭川愛」をテーマに、旭川を大切に思う気持ちを育ん

できました。今年もその思いを大切にしながら、新たな一歩を踏み出していきたいと思います。そ

こで、「旭川愛」という去年のテーマは、続けていきますが、それに、「STEP 未来への一歩」とい

うサブテーマを付け加えたいと思います。 

◆目標に向かって一歩踏み出すことは、とても大切です。その一歩は、大きくても小さくてもかまい

ません。例えば、「授業で手を挙げて発表してみる」「困っている友達に声をかけてみる」「運動や勉

強で、新しいことに挑戦してみる」最初は勇気がいるかもしれませんが、その一歩が自信につなが

ります。 

◆また、学校生活には、さまざまな行事や活動があります。その中で「この行事ではこれをがんばろ

う」「この活動でこんなことができるようになりたい」と考えながら取り組んでください。みなさん

が一歩踏み出すことで、新しい発見や成長があるはずです。 

◆みなさんの周りには、支えてくれる先生や友達がいます。困った

ときは、一人で悩まず、先生や友達に相談してください。学校

は、みんなで成長していく場所です。お互いに励まし合いなが

ら、一歩ずつ前へ進んでいきましょう。 

先生方も、夢や目標をもってがんばります。一年間、夢や目標に

向かって、一緒にがんばっていきましょう！ 

 

STEP！笑顔あふれるスタートライン 

 
 

旭川愛～STEP未来への一歩～ 

新しい友だちとの出会い 

新しい教科書との出会い 

歓声とざわめきの担任発表 

新しい先生との出会い 

入学式の様子と 
職員紹介は 

次号に掲載します 

元気な子どもたちとの出会い 


